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一頭 過相転移 の東序形成過糧 とスケーリンク判 十
寂大基鹿 工′BNtLY 森 谷 官 ,JIEBを虹 J･D･Axeギ
ユ｣互
相転動 ま古い凍序かぢ新たな故序が形成3れる或亀であき ｡叔存形成過裾 が頑固約 ･を
剛 的 由C,相似性 をもっときスケーリングがす鮭になる. 単球 ,スピ )- 91'･レ分碑 ･親席
軽微再粕転移fJt.tで邑出Iylr:スケー リング則 13自己箱根 鹿 を反唆 すもtのと理簡lJl畠.
こ これJ奥卵 油 -か 凍且嫡転膚の東岸舷成過濯dli っノ性賓を′Rム工の圧力湊起相良移
(Naα破塩-Csα購温)lこついて朽 rs,た中性 与回鞭 韓 の黍巣かふ､･g察すさ｡重曹な席
論13､転移イ本絹分宰o'時間発展が廟単r3歳形成 ･成長モデLレ′こよ ,己誕 鋼 j 叫 ,碕ib-lさス
JT-■レすきとをウな圧力でo'埼 FSl発展がスケ-リyブjgl教 と巧べき ひ と つ 0,曲,iRで去わ さ
れ 3ことであ き｡ しかし,転移旦旋席 o'圧 力層 或おcfL/A&追L:釦 13神泉希の蕨鼻 LJ二の
ス′T一リンデを虚aこヒt食 わせて且亀 ゴ 41(=｡
_2.__空襲
高圧力下の中性 古材紳 珂常襲 LJHeガスと磯舟 ヒす る圧力掛 蛸 足壬強 い.光風 ナ L'レ tソ
クへブ シl云l五節 の崎 hFJ"xBe帥 ReACtOrで4T-fJつた｡riカ0-5･SkbAr,過窟200-300k の
領域 で車線 した｡マンがニン線Jfカケ.-i:､･よ応嶺 が堰 く､転# ･こ堆う席藤香水･(こよ,て吐
じき衷軌もo'riか空動 を2bd… 相対績夜で棲 出でき ,手釣 /f ンプ (=よ き袖 Jf (一起圧 力O,
貴件 O,吏境 )を町絶L=した｡書十枚鳴牌短線 o'r:め(こ表音力面嶺 Ig メ JScryl o,ユ次 元鹿足敏鹿
句碑iE鼠を26ニ4Joに風直 して兼 附した(入-2.36A)｡頼 屯器 LJ.d20-土SoをカバI-す 畠ので
(200)NA胡 蛭_ヒ(HD)cicA租 0)デ′(､ィ甥がl51時1二組刺で きる｡感 J*強度 t3それfl巾C)反射
に つ い て高 さ方向o'魂夜を足し香わせて長めfT:｡各 riカ 二ー束 けさ転移音の暗闇要化cD塩助
La､P'(i)Pかslだ(5,P<の圧 力i:ヤンデを 30糾 え･tl･:乗 5し,号の直綾かぢの回折Lfl他
の連続コマ漁り(最短吉十板晴間 50秒 )lこよ ･)祈 rJ , た｡
3.歳 県と考察
Jiカジ ャンプ埴孝督敢正亀にあも､ytたか ま
時間恥経過 ととLtこ昏定fJ状態 へ移行すき｡ l
被布他庚混ぜ0,時間左京哀する日中として転 て一
票 認 諾 言霊 …孟 言 霊 票 誓 b: j I
r3圧 力によ Lう3時間巻 尾 O,tylをNqCQ嶺退j
Cs〔且溝旦 (白叩 )及び､その漫 方向 (具 印 )に つ
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曲線ガ対称 r3のでこの圧力をPcとして良さそうである. ニo)璃冶 ty2のrlカ庖r}J性(∂△P=
Ip-Pc圧 むく と七/lCteメP(-I/AP)で良<適似 される0億過にならはtr転藤 ol漉31臭ノ合
は遅 くな り,燕悪性化過程 が彼序形碗 こ`関与 していきことがわかる｡ きた止過 れ 才2方向
のtL/2曲線 が非対敵 でPcは決定できT3い｡
古くノから知 られてし､る副 本由の嶺形成 ･或長モデ ルLJKoJm.3OYVUJ),Avrarnこ2'(=よ っ7
与えSJlrこ｡彼 らの最も歯単rJモデ∫レでは ,時間 I=廠ね Lr3 日一色 の液酸成季r7ヒ一定 o)
成長速度Uを収,kjflL,.成長す5ドメイン同左の衝 官の如農 を考慮 してあも｡或R/yドメイン
の転移頚城がラングL.Lニ分布 して成長 すさとき ､体積分率Xの晴間賀長 La
x(t)- 1-eXP上告 r7ひ3セキ) (J)
で表わされる｡ r7ヒLTの組み食 わせでできる只ひとつの崎牌の次元,左もっ旦 (特性晴間)
7Io=(r7U3)-y+ (之)
で時間をスケーLレすると,X(ar7,trを鴫 L=盾 まfJ いて=t/Toの闇数
x(ち)=卜 eXP(一昔T;午) (3)
となあ｡i,L赦月形戴泡盛が こOlモデ'レL=払 うよ うrJtO)であ十日 ゴ､重々rJriわでの席題
分率o'碑間倦展,才各 々の埼催時間で史陳の時間t左規格化 して中吉と(3)式 のTこ仁ひとつ
の曲線ど表わ3机 もL3才である｡X(ty2)--/2.よ ･)て0-l･lltyl を周 る｡
上記o)tデJL/に猛,て蟹理 した餐温の範泉を 1･O
ri12.に示す｡(ち)式で与えられる曲頒 (車線 )
ヒ喪軸 昇の-敦 は非断 こ良く,療単fJ殖形成･ ×0.8
成長 毛デ1L/がこの-東浦且相転移 の破序形成温
泉を良く乾適 してし､5ことがゎかさ｡盛ユで奥
破 tこのぢrJ--Rに最 も速 い3.rTJ2kJa7-fo)時間




























鳩 が大きく .里過での結果 とを <漫 o)傾向を示
す｡ この点吉見を理締すSLこLdまず(5)式と尊出す ★
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Bユ.･CsC且棟塩ー
一次構造相転移の秩序形成過程とスケー リング則
る前足であった｢時間的に変化 しra い鹿形成率 ,成長連夜.の射 年が銭丑 LrJ L､ヒす る の
が妥当であろう.成長連夜 に影響 長与i3智東 ヒして,胡転ablこ伴 う体頑隻jt,(Rb工の喝
合 AV/V--0.I3)によ って生じ5豆がgiぢ山 を｡転移 の進吾とヒtLこ増加 す5歪工キ IL,
ギ'- tよ､高温 で LJすaJibかな転畑 の過勤 Lこcfリ唾′性変形 として親政i山もであ ろう｡ Lか
し雌過でta盃エネ ILギ'- の解放 には 大 きrJ題か晴間がL私尊にrJ5.回 3で△P東嶺 t大き-
埼尽 すrjわ ら転移 が退く避Jf稗佃碕間 が小さい とき(=虜 が最己噸虜 L=rJ13 の E3.この吟,Ji
時間 と頚和郎 alが伺増産の大きさであ るこt.左京嘘 す さ.養殖 されr:歪工れ レf-が正長
に対 す3工キ Lー,ギ､-嘩唾 に加わ リドメインの成長主波げ る一方 ,暫′性要約 だ'､)で{3< ク ラ
ッキ ン グ も歪工手 .レf-の軍政のたo'の盲曹fJ-渦線 ヒf35 う｡ 芝の舶 鼻 ド メ イ ン 0,成 長 13
断続 的 L=fJSi･る互とす､,伯 過 d)放序形 成過 租 では核 形 戒 が乏配 白J･)tこfJる と推 定1机 も 0
4.今後 の閉経
亀丘 まで放再形成退避 の車間的 r3時碍一番展 の観 剣 にE3成rilしていT3い ｡上紀 の 牽強 ヒE3
甘==より高分鮮絶 (7x/0-3 A'~J) の 3軸 回折足立もっZ Lzも ､ド メイ ン サ イ ズ1.(こ喝 する
博捜主食tTLi]粁線 o)半値中の時間をALL古見出色rSかった｡中J挫きFil折 としてLJ二の命緒経
机 きLi､上限 であきた0,,今後Iaシ ンクロ トロン政財X線 fJtl"左通 フf=高旦剛 とX線Lf]軌 て
詔終 主立07畠ことにT3うう8 -.
ネ研 棄 La日米協 力中性 手回坪 プログ､ぅLlの 一項 として術1:Jわ 机 . BN LL=よ､Ll?LJ兼 昏
=手 IL,ギー省 o)埴助を舞1 f:｡
奉遷と献
十 YIYqrnadcL,N･Ha-Y久 ,J･D･Axe qndS･M･Sれap-tro,Phys･Reu･L- ･旦主,/= 5-(/?糾り･
各線 .
t)A･N･koLyno3OrOV,BLAL･AcoLd･Sci･U･S･S･R･,Phys･Ser･ 且,355.(Lq37)I
2)M･AvrcLmこ,J･cheyl･Phys･ヱ,JJO3(tq3q),and且 ,lJユ(Lq40),and且,IrTr7(Iq41).
5)Y･tshこboLSh'LClodY･Takae.L,J･Phys･Soc･Japan 31,5:OG(LqrTL)･
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